針葉樹を用いた空間演出の提案 : grove by 南川 茂樹
研究ノート
針葉樹を用いた空間演出の提案
-grove-
南川茂樹
針葉樹を有効に活用することで、森林の回復に貢献できる
よう、 2007 年より針葉樹を用いた家具を提案してきた。それら
は、 2008 年に提案した家具 WAFFLE STOOLで、ほぼ完成
型を示すことができた。 ただ、 STOOL の形態上、多くの材
料を使用するとは言い難いものになった。 そこで、より多くの
材料を使用すべく別のアプローチとして、針葉樹による空間
演出の表現を試みた。
過去にも 1 995 年より、木材による空間表現を行ってきた。
それらは、ギ、ヤラリー空間におけるインスタレーションとして発表
してきたものだ。 設置空間に合わせて造形物を構成し、それ
によってあるメッセージを込めた表現である。
今回提案する表現も基本的な考え方は同じであるが、使
用する材料を針葉樹に設定し、その特性を生かしつつ、設
置場所の柔軟性も考えた。
今回設置する場所は、もともと病院施設として建設された
建物で、 2009 年 3 月にミュージ、アム機能と住宅機能を併せも
つ新施設として生まれ変わった。 その施設内の数ヶ所あるギ
ャラリーの最も広い空間を与えられた。 この建物は、居住区
を内包していて「新しいハウスのかたち」を提示するコンセ
プトから、今回のテーマは、 “住む” “住処”とし、その元
で造形を検討した。
人類の住処の原点は、まだ家という固いを持たない頃、大
きな樹の幹に寄りかかることではないかと想像した。 そこで会
場内にいくつかの樹を設置することで、 それを表現することに
した。 設置場所の柔軟性も考えて、使用する材料は最低限
の加工で得られるものとし、規格の板の厚さの加工のみで得
られる 105 × 8 × 3000mm のヒノキ材を使用。 より少ない加工
で樹を表現するために、その板をテンションによって曲げること
を思いついた。 8 枚分の板を八角柱に束ね、その上部をワイ
ヤーで、テンションし湾曲させ、枝の広がりを表現した。
会場は、 壁 ・床とも真っ白で、天井板は剥がされ、配管が
むき出しになっている、ニュートラルだが扱いに工夫が必要な
空間である。 そこで、高さ 2640mm の位置で格子状に組ま
れたライトレールを空間の高さの上限と想定して、上方への広
がりを考慮し、造形物である樹の枝の最上高をこれに一致さ
せた。
会場の空間の形状から、 4 本の樹を林立させ、木立を表
現した。 さらに、照明にも一工夫が必要で、あった。 樹をモノ
として表現することを目的としないので、樹そのものに当てるの
ではなく、樹と樹の聞の空間をあたかも木漏れ日のように、ダ
ウンライトで照らした。 観覧者は、この木立の聞を回遊するこ
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とができ、思い思いの位置から鑑賞してもらえた。
この展示方法は、この空間におけるひとつの解といえるが、
この樹の造形物は、さまざまな空間に対応し得る工夫がなさ
れている。 設置空間の形状や広さに合わせて、本数を増減
することで対応でき、その設置のしやすさも特筆すべき点であ
る。 すべて組み立て式になっており、単純な部品で構成され
ている。前述した 105 × 8 × 3000mm のヒノキの板 8 枚と、
幹を形づくるための八角形の板 2 枚、 湾曲させるためにテン
ションするステンレスワイヤーで、 l ；本の樹が出来上がる。
分解・組み立てが容易にできるため、さまざまなスペースの
演出に応用でき、単純な形態、であるために、スケールを変化
させることも可能であり、表現の1j1iljが広がる。
以上の点から、この提案は、商業スペースのディスプレイや、
パブリァクスペースの空間演出等に展開で、きることを考えている。
サイズ、樹種等を設置空間に合わせて選定し、素材の持つ
芳香、肌触りにより、そこに集う人々に安らぎを与える空間を
提供できることであろう。 さらに、材料として針葉樹を使うことで、
その需要が高まり、 需要と供給の循環が復活し、林業の活
性化、森林の回復へと繋がることが期待できよう。
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